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研究成果の概要（和文）：本研究は現代アメリカ政治のイデオロギー的な分極化に対して, 大統領選挙とりわけ予備選
挙過程が与える影響を実証的に分析したものである。2008年選挙と2012年選挙を事例に, ティーパーティ運動, リベラ
ル派の選挙過程への影響に焦点を絞って調査を行った。他方, ソーシャルメディアの新技術が戸別訪問等の伝統的なリ
テール・ポリティクスと結合し, 大統領選挙過程で草の根の政治参加を活性化させている変容を, 1970 年代以降のテ
レビ広告依存のメディア中心選挙との対比で検討した。

研究成果の概要（英文）：This study discusses the American Presidential election, with a specific focus on 
the primary process and how it plays a significant role in increasing the ideological polarization of the 
U.S. politics.   Aside from downside of the election's influence, such as polarization, this study also ex
amines how the current campaigns have also contributed to a broader political participation, unlike the me
dia based campaigns after the 1970s.  The advent of using cutting-edge online technologies in the context 
of traditional ground game approaches, such as canvassing, was a new and more effective strategy for persu
asion. 

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： アウトリーチ　イデオロギー　共和党　大統領選挙　分極化　民主党

政治学・政治学



様 式 Ｃ−１９、Ｆ−１９、Ｚ−１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 2000 年代以降のアメリカ政治は, 民主党
のリベラル化と共和党の保守化により, 政権
与党と野党による超党派の合意形成が困難
の度合いを深めている。本研究は, 現代アメ
リカにおける共和党と民主党のイデオロギ
ー的分極化を選挙過程から分析したもので
ある。2008 年の大統領選挙以降, ソーシャ
ルメディアが支持者の「オンライン組織」を
形成するツールとして機能するなど, 保守, 
リベラル双方の活動家が選挙を経由して政
党に参与する過程が変質しつつある。しかし, 
大統領選挙をめぐるアメリカの主要な先行
研究とりわけ予備選挙過程の研究は, インタ
ーネットの浸透以前に蓄積されているため, 
先行研究の更新が重要な課題であった。  
 
２．研究の目的 
 本研究では大統領選挙がアメリカの分極
化に与える影響を, 予備選挙過程, アドボカ
シー活動, 選挙戦術の 3 つの側面から検証
することを目的とした。2008 年と 2012 年
の大統領選挙を事例に分析することで, 「1 
つのアメリカ」による統合を訴えたオバマ政
権の誕生がどの程度分極化に歯止めをかけ
たのか, あるいは進行させたのかを実証的に
明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究は以下の 3 段階で実施された。第 1 
段階として, アメリカのイデオロギー的分極 
化と大統領選挙の関係性を明らかにする基
礎的な文献調査である。第 2 段階は政党組織
と選挙陣営のほか, 保守系, リベラル系の活
動家に対する現地調査である。2012 年大統
領選挙ではアイオワ党員集会から始動した
予備選挙過程と共和党・民主党の全国党大会
で現地調査を実行したほか, サンベルト地域, 
中西部などに的を絞ったティーパーティ運
動, ヒスパニック系有権者の選挙参加過程も
調査した。第 3 段階は, 現地調査の成果を先

行研究に位置付けて分析し, 2008 年以前の
大統領選挙と 2012 年の最新の大統領選挙を
比較することで, 近年のイデオロギー的分極
化に見られる傾向を浮き彫りにする作業で
ある。文献の基礎的調査では, 公開文献の収
集のほか, 政党や利益団体が保存する過去の
非公開資料の収集にも努め, 現地調査では聞
き取りによる非参与観察の質的調査を大統
領選挙の予備選挙期, 本選挙期, 選挙後の 3 
段階に分けて実施した。 
 
４．研究成果 
（１）争点志向の活動家が参入しやすい予備
選挙過程, とりわけメディア報道に多大な影
響を与えるアイオワ党員集会等の緒戦, また
僅差で拮抗する激戦州では, イデオロギー的
に相当に偏りのある活動家の主要関心事に
も候補者は耳を傾けるインセンティブが存
在し, 人口比率上の実数では少数であっても
活動家の影響は増幅される。人種・エスニッ
ク集団別の集票活動もアイデンティティ政
治の増幅と無縁ではなく, 実際には「１つの
アメリカ」を遠ざける原因を政党や候補者側
も選挙キャンペーンによって再生産してい
る。また, 政党が活動家包摂に努める動きが, 
結果として全体の分極化を促進した面も否
定できない。 保守派のティーパーティ運動は
2010 年以降, 共和党の基礎票を活性化した
が, 他方で運動の源流がリバタリアン的色彩
とも無縁ではない反共和党主流派運動であ
るだけに, 党内に穏健派と保守系活動家の対
立を持ち込み, 結果として政党の保守化促進
と分極化幇助に部分的に繋がったことを, 中
西部と南西部の選挙区を中心に活動家と政
党関係者への聞き取り調査によって明らか
にした。 
（２）分極化要因を選挙過程に探る一方で, 
近年の選挙過程が草の根での市民の政治参
加を活性化している変容も本研究では明ら
かにした。第１に, オンラインの新技術の進
歩による変化である。2000 年代に新たな選



挙運動のツールとして定着したインターネ
ットは, アウトリーチの現場にも積極的に取
り込まれた。動画配信によってメディア報道
（無料広告）やスポット CM（有料メディア）
を経ずに広範に選挙民に一度にメッセージ
を伝えられるようになっただけではなく, 絞
り込まれた属性の選挙民にアクセスするこ
とも可能となった。デジタルやオンライン技
術, さらにはビッグ・データの進歩がアウト
リーチを変えている最新の選挙事情につい
ては一次情報が未だ十分とは言えないため, 
陣営関係者への聞き取りに基づく記述に努
めることで現状理解への貢献を目指した。 
 第２に, 戸別訪問に象徴される「地上戦」
と新技術の融合による草の根の選挙参加の
活性化である。例えば, リベラル側ではオバ
マ支持者の若年層の運動, 保守側ではティー
パーティ運動に象徴される地理的に遠隔地
を横断する同時発生的な運動が, ソーシャル
メディアの影響で生じるようになった。政党
と候補者陣営は, こうした運動のエネルギー
と活動家のネットワークを集票基盤として
取り込むことに力を注いでいる。 
 第３に, 主として民主党側における支持者
連合の再強化の営みである。オバマ陣営は２
回の大統領選挙で, マイノリティ向けの伝統
的なアウトリーチを行いながらも, 人種を強
調する選挙戦を回避し, 2012 年再選選挙で
も「脱人種」路線を踏襲した。換言すれば, 人
種向けのアウトリーチと「脱人種」路線の併
存である。マイノリティの自尊心を維持しつ
つ「１つのアメリカ」の実現を放棄しない姿
勢が模索された。その文脈において, 大統領
選挙のアジェンダ設定においても, 様々な選
挙民集団向けの戦略を統一する統合型アウ
トリーチが顕在化した。従来のアウトリーチ
では集団別に争点や政策選好に対応してい
たが,  2012 年選挙における民主党の支持者
連合の形成では, 人種マイノリティ, 女性, 
高学歴専門職, ブルーカラー労働者の「連合」

を束ねる統合基盤を醸成した。しかし, 連合
形成に効果的な共通アジェンダの数は限ら
れていることや, サブグループの単一争点へ
の執着を薄めることでは政党のイデオロギ
ー的分極化を抑制する顕著な効果が見られ
ないこと, また, 争点志向の活動家の選挙参
加の意欲を削ぎかねないなど, 活動家の草の
根参加の活性化とイデオロギー的分極化の
抑制は両立困難なジレンマを抱えている。 
 これらの知見は単著１冊を含む図書, 査読
付２本を含む諸論文, 国際学会を含む学会発
表で公表しているところであるが, さらに分
析を深めた上で, 国内外で成果発表を継続的
に進める方針である。 
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